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復活前第 5 主日／聖餐式             No. 9 
 

主日礼拝   

 

前奏  
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞 

「主よ、わたしの力よ、わたしはあなたを慕う。 

主はわたしの岩、砦、逃れ場 

わたしの神、大岩、避けどころ 

わたしの盾、救いの角、砦の塔。 

ほむべき方、主をわたしは呼び求め 

敵から救われる。        (詩編 18:2～4) 
 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 
 
 

 

受難節のリタニー 

《受難節第 2 主日》 

司式者：私たちは、弟子たちと同じように無関心で、 

責任を捨てたことがあります。これからは 

もっと責任感を強めてください。 

会 衆：主よ、私たちをあわれみ導いてください。 

司式者：弟子たちが「目を覚ましていなさい」との 

イエスさまの言葉にもかかわらず、居眠りを 

していたことを思いつつ、このろうそくを 

消します。            （消火） 

 

賛美 203-3,4「今日こそ主の日なり」 
 

 
 
 

 
 

 

祈祷 
 
 

献金 
 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 39-5(2回)「ハレルヤ」 

 
 

聖書 マルコによる福音書 3：20～27 
                      新約(新共同訳)P66 

20 イエスが家に帰られると、群衆がまた集まって

来て、一同は食事をする暇もないほどであっ

た。 21 身内の人たちはイエスのことを聞いて取

り押さえに来た。「あの男は気が変になってい

る」と言われていたからである。22 エルサレムか

ら下って来た律法学者たちも、「あの男はベルゼ

ブルに取りつかれている」と言い、また、「悪霊

の頭の力で悪霊を追い出している」と言ってい

た。23 そこで、イエスは彼らを呼び寄せて、たと

えを用いて語られた。「どうして、サタンがサタ

ンを追い出せよう。24 国が内輪で争えば、その国

は成り立たない。25 家が内輪で争えば、その家は

成り立たない。26 同じように、サタンが内輪もめ

して争えば、立ち行かず、滅びてしまう。27 ま

た、まず強い人を縛り上げなければ、だれも、そ

の人の家に押し入って、家財道具を奪い取ること

はできない。まず縛ってから、その家を略奪する

ものだ。 
 
 

 

 
 

 

 



賛美 444「気づかせてください」 

 
 

説教  「イエスさまは悪霊の頭?」 
 

聖餐式 81「主の食卓を囲み」（前：81-1,2・後：81-3） 

   

 
｢マラナ・タ｣アラム語で｢主よ､来てください｣の意味 

Ⅰコリント 16 章 22 節参照 

 
 
 

賛美 534「キリストの使者たちよ」 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 
 

後奏  

 

司 式 玉理 照子 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 福原 之織 

助 餐 塩冶みはる 

喜多村文子 


